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研究概要

HE染色と併用可能な粘液に対する無色透明蛍光
色素：癌病理診断への応用

組織染色／病理診断Ｋ ｅ ｙ ｗ ｏ ｒ ｄ ｓ

所 属 医学研究科 臨床病態病理学分野

人体分子腫瘍病理学専門分野
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腫瘍細胞が少数の場合、その病理診断は、しばしば困難である。
腺癌は粘液を有するため、HE染色に加え粘液染色を行うことは、癌
細胞の同定に極めて有用である。しかし、粘液染色は、通常HE染
色後に別切片で行われており、細胞同一性や迅速性などに難がある。
我々は、HE染色と同時染色可能な粘液反応性無色透明蛍光

色素を利用して1枚の切片から様々な情報を引き出す方法を研究し
ている。

実用化イメージ
● 組織染色液 ● 病理診断試薬

● 自動染色液用キット

研究者からのメッセージ

ライフサイエンス

粘液反応性蛍光色素染色例

強み・特徴
病理診断では、基本染色であるHE標本に加えて粘液染色を別々
の切片で行うが、この際、細胞同一性は失われる（HE染色と粘液
染色の色調は類似し、これらを同時には行わない）。
本法に用いる粘液反応性蛍光色素は、無色透明であり、HE染色
と同時染色が可能である。この蛍光色素をHE染色と重染色すること
により、細胞同一性を保ったままHE染色（明視野観察）と粘液染
色（蛍光観察）の両者を評価することが可能となった。

非常に小さい組織片から作製され
る貴重な切片を使用して診断等を行
う場合には、1枚の切片から同時に診
断につながる複数の情報を得る必要
があります。より精度の高い診断を行
うためにも、蛍光色素を応用利用した
組織染色を必要としています。
染色技術の共同研究先を募集し
ています。

高瀬弘嗣 技術職員

透過像（微分干渉像） 蛍光像重ね合わせ
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蛍光像（粘液染色）
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染色手順
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